
③
市
民
ま
つ
り
を
魅
力
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
、
斬
新
な
企
画
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
あ
か
し
あ
通
り
と
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
目

的
や
楽
し
み
方
が
あ
る
の
で
、
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
た
い
。

②
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進
協
議
会

に
対
し
、
そ
の
旨
を
伝
え
て
い
く
。

③
市
と
し
て
も
研
究
し
、
市
民
ま

つ
り
実
行
委
員
会
に
も
さ
ら
に
よ
い

企
画
を
工
夫
す
る
よ
う
伝
え
た
い
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
市
内

の
青
年
の
大
学
・
高
校
卒
業
者
の
就

職
率
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
実
態
な
ど
を

つ
か
ん
で
い
る
か
。

②
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
や
、
雇

用
創
出
の
た
め
の
対
策
は
。
ま
た
今

後
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
。
民
間

の
責
任
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
と

し
て
の
雇
用
創
出
が
重
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

市
長
　
①
市
内
の
大
学
6
校
の
就
職

希
望
者
の
う
ち
就
職
し
た
学
生
は
約

81
・
6
％
、
高
校
7
校
で
は
約
67
・

9
％
で
あ
る
。
フ
リ
ー
タ
ー
の
実
態

は
把
握
で
き
ず
、
不
明
で
あ
る
。

②
国
の
施
策
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
市
と
い
う
地
域
単
位
で

は
な
か
な
か
対
応
は
困
難
で
あ
る
。

市
長
　
①
待
機
者
数
は
変
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
推
移
を
見

き
わ
め
、
東
京
都
の
整
備
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

②
独
自
の
指
導
要
綱
の
必
要
性
も

含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
優
先
入
所
の
適
正
な
運
用
に

つ
い
て
助
言
を
行
っ
て
い
く
。
有
料

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
希
望
者

が
入
所
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

④
入
所
待
ち
の
期
間
な
ど
を
考
慮

し
、
施
設
長
が
決
定
す
る
。

社
も
あ
っ
た
。
残
業
時
間
数
等
は
不

明
で
、
対
応
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
こ
の

事
業
の
目
的
は
。

②
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

③
こ
の
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の

内
訳
も
含
め
、
予
算
額
は
。

④
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
、

方
法
及
び
行
動
計
画
は
。

⑤
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
　
①
市
民
に
対
す
る
市
内
の
店

の
情
報
提
供
や
、
市
内
で
創
業
を
目

指
す
人
に
対
す
る
情
報
提
供
を
し
、

市
内
商
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

②
市
内
の
商
店
や
空
き
店
舗
の
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、

活
性
化
へ
の
道
が
開
か
れ
る
。

③
平
成
15
年
度
は
、
5
百
万
円
の

予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
都
補
助
金

2
百
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

④
店
舗
情
報
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
て
地
図
に
あ
ら
わ
す
シ
ス
テ
ム

開
発
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
・

公
開
等
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑤
現
在
、
商
店
会
、
同
業
者
組
合
、

市
報
等
を
通
じ
て
、
商
店
等
の
情
報

提
供
を
依
頼
し
、
収
集
し
て
い
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
あ
か

し
あ
通
り
を
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
位

置
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

②
市
民
ま
つ
り
を
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ド
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
か
か
わ
る
事
業
の

紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

不
況
と

デ
フ
レ
の
中
、
市
の
中
小
企
業
・
商

店
支
援
策
等
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

①
市
内
の
企
業
数
・
従
業
員
数
の

推
移
と
、
倒
産
・
廃
業
件
数
は
。

②
支
援
策
・
振
興
策
の
現
状
と
、

今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
市
内
に
あ
る
大
企
業
の
市
内
在

勤
の
従
業
員
数
の
推
移
、
残
業
時
間

数
等
の
実
態
は
。
ま
た
市
が
行
っ
て

い
る
対
策
は
。

市
長
　
①
工
業
統
計
調
査
の
平
成
7

年
と
12
年
の
比
較
で
は
、
工
場
数
・

従
業
者
数
は
と
も
に
減
で
あ
る
。
商

業
統
計
調
査
の
平
成
6
年
と
11
年
の

比
較
で
は
、
商
店
数
は
減
だ
が
従
業

者
数
は
増
で
あ
る
。
負
債
額
1
千
万

円
以
上
の
商
工
業
の
倒
産
は
平
成
11

年
が
3
件
、
14
年
が
10
件
等
で
あ
る
。

②
商
工
会
を
通
じ
て
の
支
援
や
、

都
と
連
携
し
た
商
店
会
支
援
等
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
商
業
振
興
基
本

計
画
に
掲
げ
た
重
点
施
策
の
推
進
な

ど
、
商
工
業
者
の
自
助
努
力
を
側
面

か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
。

③
平
成
13
年
か
ら
15
年
に
市
内
在

住
従
業
員
数
が
58
人
減
と
な
っ
た
会

リ
ー
な
授
業
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、
教
育
活
動
上
ど
の

よ
う
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
か
。

市
長
　
①
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ

ッ
ク
の
色
彩
や
案
内
標
示
の
文
字
の

大
き
さ
、
色
調
等
に
つ
い
て
配
慮
し

て
い
る
。
今
後
も
工
夫
し
て
い
く
。

教
育
長
　
②
各
学
校
に
色
覚
に
関
す

る
指
導
資
料
を
配
付
し
て
、
正
し
い

認
識
に
よ
る
指
導
が
徹
底
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

※
ユ
ニ
バー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
で
き
る

限
り
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
製
品
、

環
境
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
多
く

の
障
害
者
が
遠
隔
地
で
暮
ら
す
よ
う

に
な
っ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

②
遠
隔
地
に
い
る
障
害
者
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
条
件
は
あ
る
か
。

③
遠
隔
地
に
い
る
障
害
者
が
小
平

市
周
辺
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
考
え
が
あ
る
か
。
そ
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
か
。

市
長
　
①
地
価
高
騰
で
都
内
に
入
所

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
東
京
都
が
都
民
の
障
害
者
を
入

所
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
に
、
他
県
に

設
置
す
る
入
所
施
設
の
建
設
費
を
補

助
す
る
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
の
制
度

に
よ
り
、
他
県
に
入
所
施
設
が
で
き
、

小
平
市
民
も
入
所
し
た
。

②
現
状
で
は
市
内
の
入
所
施
設
が

満
床
で
あ
り
、
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

③
自
立
を
支
え
る
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
基
本
的

な
方
向
性
で
あ
る
。
障
害
者
福
祉
計

画
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
拡
充
、

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
を
主

要
推
進
事
業
と
し
て
い
る
。

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
障
害

者
が
プ
ー
ル
に
行
く
と
き
の
送
り
迎

え
に
は
支
援
費
を
利
用
で
き
る
が
、

プ
ー
ル
の
中
で
の
介
助
に
は
な
ぜ
利

用
で
き
な
い
の
か
。
他
市
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
リ
フ
ト
バ
ス
等
の
申
し
込
み
は

代
理
の
人
が
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
改
善
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
障
害
者
と
一
緒
に
プ
ー
ル

に
入
り
介
助
す
る
こ
と
は
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
本
来
の
業
務
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ー
ル

で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
責
任
の
所
在
の
問
題
も

あ
る
。
東
京
都
26
市
中
、
小
平
市
と

同
様
に
実
施
し
て
い
な
い
市
は
13
市

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
障
害
者

の
代
理
で
リ
フ
ト
バ
ス
申
し
込
み
の

手
続
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
措
置
制
度
の
も
と
で
は
認
め
て

い
な
か
っ
た
が
、
今
後
利
用
者
の
生

活
状
況
等
を
考
慮
し
、
弾
力
的
な
運

用
を
検
討
し
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
市

内
の
高
齢
者
数
と
在
宅
看
護
さ
れ
て

い
る
対
象
者
数
及
び
痴
呆
者
数
は
。

②
市
内
の
高
齢
者
虐
待
を
把
握
し

て
い
る
か
。
状
況
と
問
題
点
は
。

③
相
談
窓
口
を
設
置
で
き
な
い
か
。

④
医
療
や
福
祉
関
係
者
か
ら
の
通

報
義
務
や
、
被
害
者
を
緊
急
保
護
す

る
た
め
の
対
応
は
。

⑤
高
齢
者
虐
待
を
禁
ず
る
法
律
が

な
い
が
、
老
人
福
祉
法
で
の
対
応
は
。

市
長

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は

2
万
9
千
70
人
、
介
護
保
険
の
在
宅

介
護
利
用
者
数
と
訪
問
看
護
利
用
者

数
合
計
が
2
千
5
百
57
人
で
、
そ
の

う
ち
千
百
50
人
に
痴
呆
症
状
が
あ
る
。

②
平
成
14
年
度
は
7
件
相
談
が
あ

っ
た
。
家
族
に
よ
る
暴
力
が
主
で
、

介
護
疲
れ
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。

③
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
と
市
の
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
近
年
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
か
ら
も
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
な
色
彩
表
現
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、

色
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
は
し
て
き
た

か
。
今
後
、
考
慮
す
べ
き
点
は
何
か
。

②
今
後
、
学
校
で
色
覚
バ
リ
ア
フ

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
こ
の

法
の
成
立
に
つ
い
て
評
価
と
課
題
は
。

②
市
の
青
少
年
育
成
プ
ラ
ン
等
と
、

今
回
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
行
動

計
画
と
の
関
係
は
。

③
行
動
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

④
行
動
計
画
策
定
の
手
続
上
留
意

す
べ
き
こ
と
と
し
て
評
価
で
き
る
方

向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

⑤
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精
神
を

踏
ま
え
、
子
ど
も
の
現
状
を
と
ら
え

「
子
育
ち
」
を
応
援
す
る
総
合
的
な

計
画
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

①
急
速
な
少
子
化
の
流
れ
を

変
え
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
法

律
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
進
め
て

い
る
子
育
て
支
援
施
策
と
の
整
合
性

を
図
り
、
計
画
づ
く
り
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

②
国
の
指
針
に
、
他
の
計
画
と
の

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
お
け
る
行
動
計
画
の
策
定
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調
和
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
の
定
め

が
あ
る
の
で
同
様
の
対
応
で
進
め
る
。

③
今
年
度
中
に
調
査
を
終
了
し
、

来
年
度
に
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

④
策
定
指
針
に
、
市
民
の
意
見
の

反
映
な
ど
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

⑤
行
動
計
画
策
定
指
針
に
沿
っ
た

計
画
の
策
定
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
事
業

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
子
育
て
支
援
協
議
会
の
実
施
状

況
は
ど
う
か
。
ど
の
よ
う
な
意
見
や

提
案
が
出
さ
れ
て
い
る
か
。

③
運
営
の
委
託
に
つ
い
て
状
況
は
。

市
長
　
①
現
在
改
修
工
事
の
準
備
中

で
、
平
成
16
年
1
月
か
ら
業
務
委
託

を
開
始
し
、
1
月
中
に
開
設
す
る
予

定
で
あ
る
。

②
6
月
と
8
月
に
開
催
し
た
協
議

会
で
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
等
に

つ
い
て
の
意
見
・
提
案
を
得
て
お
り
、

今
後
の
参
考
と
し
た
い
。
平
成
15
年

度
は
こ
の
後
2
回
開
催
予
定
で
あ
る
。

③
2
つ
の
社
会
福
祉
法
人
か
ら
応

募
が
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
企
画
書
を

審
査
し
て
事
業
者
を
決
定
し
た
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
新
地

域
保
健
福
祉
計
画
で
の
検
討
課
題
で

あ
る
病
後
児
保
育
を
実
施
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
段
取
り
に
な
る
の
か
。

②
小
平
市
以
外
で
の
実
施
市
の
状

況
は
。

③
19
時
以
降
の
延
長
保
育
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

市
長
　
①
事
業
に
対
す
る
需
要
の
把

握
と
関
係
者
等
に
事
業
の
位
置
づ
け

な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努

め
、
必
要
な
検
討
を
進
め
る
。
市
が

事
業
者
に
委
託
す
る
手
法
を
選
択
す

る
場
合
に
は
、
国
の
補
助
制
度
の
枠

組
み
を
活
用
し
て
具
体
的
な
対
応
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

②
都
内
の
22
の
区
と
市
で
、
多
摩

26
市
で
は
13
市
で
実
施
し
て
い
る
。

③
児
童
の
状
況
や
地
域
の
事
情
等

を
考
慮
し
、
柔
軟
か
つ
効
率
的
に
対

応
す
る
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

児
童
・
女
性

児
童
・
女
性 
児
童
・
女
性 

福

祉

福

祉

 

福

祉

 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
と
色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー

④
法
的
に
は
通
報
義
務
は
な
い
が
、

関
係
者
に
速
や
か
な
連
絡
を
お
願
い

し
て
い
る
。緊
急
保
護
的
な
措
置
は
、

病
院
へ
の
入
院
等
で
対
応
し
て
い
る
。

⑤
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
指

針
の
策
定
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

改
善
が
期
待
さ
れ
る
の
か
。

②
入
所
待
機
者
の
実
態
は
。

③
入
所
申
込
者
の
評
価
基
準
に
つ

い
て
、
痴
呆
に
伴
う
加
算
点
数
が
少

な
い
よ
う
に
思
う
が
、
ど
う
か
。

④
優
先
入
所
の
判
定
会
議
の
構
成

と
位
置
づ
け
は
。

⑤
今
後
の
市
の
役
割
は
。

市
長
　
①
入
所
過
程
の
透
明
性
及
び

公
平
性
を
高
め
、
緊
急
性
の
高
い
人

の
入
所
が
優
先
的
に
行
わ
れ
る
。

②
入
所
の
緊
急
性
が
高
い
人
は
全

体
の
お
お
む
ね
30
％
と
い
わ
れ
る
。

今
後
、
待
機
者
数
の
推
移
を
見
き
わ

め
て
い
き
た
い
。

③
痴
呆
も
含
む
要
介
護
度
を
評
価

項
目
の
1
つ
と
し
、
痴
呆
に
よ
る
問

題
行
動
も
加
算
項
目
と
し
て
い
る
。

④
施
設
長
等
で
構
成
す
る
入
所
検

討
委
員
会
で
、
優
先
度
評
価
の
判
定

結
果
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
。

⑤
指
針
の
適
正
な
運
用
に
つ
い
て
、

施
設
に
対
し
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

高
橋
信
博
議
員
（
政
和
）

①
今
後

の
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
数
の
予

測
と
待
機
者
解
消
対
策
は
。

②
有
料
老
人
ホ
ー
ム
設
置
要
綱
の

必
要
性
と
、
そ
の
検
討
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
決
定
に
関

し
、
市
は
ど
う
関
与
を
す
る
か
。

④
介
護
の
必
要
性
が
同
程
度
の
場

合
の
、
優
先
入
所
の
考
え
は
。

産

業

振

興

産

業

振

興

 

産

業

振

興

 

中
小
企
業
・
商
店
へ
の

支

援

・

振

興

策

子
ど
も
家
庭
支
援

セ

ン

タ

ー

事

業

病
後
児
保
育
室
な
ど
保
育
事
業
の

今
後
の
要
望
・
展
望

遠
隔
地
に
入
所
す
る
障
害
者
が

市
内
で
暮
ら
す
た
め
に

プ
ー
ル
利
用
な
ど
で
な
ぜ

支
援
費
が
使
え
な
い
の
か

高

齢

者

虐

待

を

防
ぐ
た
め
の
対
応

小
平
市
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

緊
急
度
優
先
入
所
の
指
針

特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
と

有
料
ホ
ー
ム
設
置
要
綱
策
定

商

業

情

報

化

推
進
事
業
の
全
体
像

あ
か
し
あ
通
り
の
位
置
づ
け
と

市

民

ま

つ

り

青
年
の
就
職
・
雇
用
の

実

態

と

拡

大

子ども家庭支援センターが設置される
旧小川東小学校施設

▲

市
の
シ
ン
ボ
ル
ロー

ド
と
し
て

親
し
ま
れ
る
あ
か
し
あ
通
り

※


